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４－３－１．新規調査地 
（１）北海道千歳市 カラマツ（当年生苗・２年生苗） 

①調査地の概要 

 北海道千歳市の調査地の概要を以下に示す。 
 

表 ４-２ 調査地の概要 

調 査 地 北海道千歳市 

国 有 林 名 西森 5210 ほ 

樹   種 カラマツ 

 当年生苗 ２年生苗 

造

林

情

報 

苗 種 コンテナ苗 150cc（生産者：A 氏） 

面 積 1.75ha 

植栽年月日 令和２（2020）年 10 月 

植 栽 本 数 260 本 3,202 本 

獣 害 対 策 無し 

施 業 履 歴 伐 採：令和２（2020）年３月 

地拵え：令和２（2020）年５月、大型機械 

調

査

地

情

報 

標 高 100m 

斜 面 方 位 平坦地 

最大傾斜角 平坦地 
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令和２（2020）年 10 月に、北海道千歳市の国有林内にカラマツの当年生コンテナ苗と２

年生コンテナ苗を植栽した。本調査地は全体的に平坦地であり、枝条が筋状に集積されて

その間にカラマツが２列ずつ直列に植栽されている（「２条植え」、写真４-３）。また、当年

生苗については２年生苗と混交して植栽されていたが、当年生苗は北海道森林管理局によ

りラベリングされていたため判別可能だった。なお、獣害対策は講じられていない。 
 
 

調査地の状況 ２条植えの状況 
写真 ４-３ 調査地の状況及び２条植えの状況（令和２（2020）年 10 月、北海道千歳市） 

 
 

当年生苗区の状況 ２年生苗区の状況 
写真 ４-４ 当年生苗区及び２年生苗区の状況（令和２（2020）年 10 月、北海道千歳市） 
  

枝条枝条

植栽列
(約100本)

植栽列
(約100本)
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【調査プロットの概要】 

本調査地における調査プロットの状況を図４-３に示す。当年生苗区は、当年生苗と２年

生苗が混交して植栽されている列から当年生苗を 100 本選定し、それらが入るように設定

した。２年生苗区は、２年生苗のみが植栽された列を１列選定し、100 本が入るように設定

した。 

調査プロット内における当年生苗と２年生苗の調査本数を表４-３に示す。調査プロット

設置時の調査本数は、当年生苗・２年生苗それぞれ 100 本ずつとした。 

 

図 ４-３ 調査プロットの設置状況（北海道千歳市） 

 
表 ４-３ 当年生苗と２年生苗の調査本数（北海道千歳市） 

設置日 令和２（2020）年 10 月 29 日 
苗種 当年生苗 ２年生苗 

調査本数 100 本 100 本 
 
 
【調査時期】 

 令和２（2020）年度は、調査を２回実施した。１回目は植栽直後の 10 月 29 日に実施し、

植栽木の樹高や地際径を計測したほか、土壌調査を実施した。２回目は植栽から約１か月

後の 11 月 17 日に実施し、植栽木の活着状況や生育状態を記録した。 
 

表 ４-４ 調査日（北海道千歳市） 

 １回目調査 ２回目調査 下刈り実施時期 
令和２（2020）年度 10 月 29 日 11 月 17 日 － 
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【土壌調査結果（１回目調査のデータ）】 

 令和２（2020）年 10 月の 1 回目調査時に実施した土壌調査の結果を以下に示す。なお、

本調査地では当年生苗区と２年生苗区で同一の立地環境であり、土壌の構造に差は無いと

考えられたため、調査地の中央１か所で調査を行った。本調査地は全体的に石礫が多く、

また A 層や B 層の多くを未熟土が占めていた。 
 

 

 
地表面の状態 

 
土壌断面 

写真 ４-５ 土壌調査の状況（北海道千歳市） 

 
 

表 ４-５ 土壌調査結果（北海道千歳市） 
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②植栽木の生育状況 

【植栽直後のサイズ（樹高、地際径、形状比について、１回目調査のデータ）】 

 １回目調査（植栽直後）における当年生苗と２年生苗の樹高、地際径、形状比の調査結

果を表及び散布図に整理した（表４-６、図４-４）。 
 植栽直後の平均樹高は、当年生苗で 32.2cm、２年生苗で 44.9cm と、当年生苗の方が約

13cm 小さかった。また、平均地際径は当年生苗で 3.5mm、２年生苗で 4.1mm と、当年生

苗の方が 0.6mm 小さかった。平均形状比は、当年生苗で 93.4、２年生苗で 114.4 となり、

当年生苗の方が小さく形状比 100 を切っていた一方で、２年生苗は 100 を超えていた。 
 散布図で当年生苗と２年生苗のサイズを比較すると、当年生苗は樹高、地際径ともに小

さい値を示した植栽木が多い一方で、２年生苗は樹高、地際径とも全体的にばらつきが大

きかった（図４-４）。 
 

表 ４-６ 植栽直後の当年生苗と２年生苗のサイズ（北海道千歳市） 

 当年生苗 ２年生苗 

平均樹高 
(cm) 

32.2 ± 6.5 cm 44.9 ± 9.9 cm 

平均地際径 
(mm) 

 3.5 ± 0.8 mm  4.1 ± 0.8 mm 

平均形状比 93.4 ± 17.1 114.4 ± 33.5 

※±の後の数値は標準偏差 
 

 
図 ４-４ 植栽直後の当年生苗と２年生苗のサイズ（北海道千歳市） 
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写真 ４-６ 植栽直後の植栽木（左：当年生苗、右：２年生苗）（北海道千歳市） 

 
 
 
【植栽から約１か月後の活着率について（２回目調査のデータ）】 

 当年生苗と２年生苗の活着率（植栽から約１か月後における生存率）を図４-５に示す。

活着率は当年生苗、２年生苗ともに 100％となり、当年生苗と２年生苗ともに全ての植栽木

が活着していた。 

 

 
図 ４-５ 当年生苗と２年生苗の活着率（北海道千歳市） 

 
  



 

78 

 

【植栽木の生育状態について（１回目調査及び２回目調査のデータ）】 

植栽直後の１回目調査と植栽から約１か月後の２回目調査における、当年生苗と２年生

苗の生育状態及びその変化を図４-６に示す。 

 本調査地では植栽直後から湾曲している植栽木が見られ、当年生苗 13 本、２年生苗６本

と当年生苗に多く発生していた。１か月後には、湾曲している当年生苗は 25 本と増加して

いた一方で、２年生苗は３本に減少していた。湾曲していた２年生苗が減少した要因とし

て、１本が直立していたほか、２本は先端に食害を受けていた（そのためデータ上では食

害木としてカウントした）。 

 また、２回目の調査では食害を受けている植栽木が確認され、当年生苗 10 本、２年生苗

７本と当年生苗の被害が僅かに多かった。ウサギによる食害跡が確認された（写真４-７）

ほか、調査地内にはシカのフンも多数確認されており（写真４-８）、シカによる食害を受け

ている可能性がある。 

 

図 ４-６ 植栽木の生育状態（北海道千歳市） 

 

 
写真 ４-７ ウサギによる食害 

 
写真 ４-８ シカの痕跡（フン） 
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（２）北海道岩見沢市 カラマツ（当年生苗・２年生苗） 

①調査地の概要 

 北海道岩見沢市の調査地の概要を以下に示す。 
 

表 ４-７ 調査地の概要（北海道岩見沢市） 

  

調 査 地 北海道岩見沢市 

国 有 林 名 野々沢 38 る 

樹   種 カラマツ 

 当年生苗 ２年生苗 

造

林

情

報 

苗 種 コンテナ苗 150cc（生産者：A 氏） 

面 積 2.23ha 

植栽年月日 令和２（2020）年 10 月 22 日 令和２（2020）年 10 月上旬 

植 栽 本 数 230 本 4,230 本 

獣 害 対 策 無し 

施 業 履 歴 伐 採：平成 31（2019）年４月～令和元（2019）年８月 

地拵え：令和２（2020）年８月～９月、大型機械 

調

査

地

情

報 

標 高 120m 

斜 面 方 位 WNW 

最大傾斜角 20° 
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令和２（2020）年 10 月に、北海道岩見沢市の国有林内にカラマツの当年生コンテナ苗と

２年生コンテナ苗を植栽した。 
本調査地は最大で傾斜 20 度程度の斜面上にあり、枝条が筋状に集積されてその間にカラ

マツが２列ずつ直列に植栽されている（「２条植え」、写真４-９）。また、斜面の上方に当年

生苗が植栽され、そのすぐ下に２年生苗が植栽されている。なお、獣害対策は講じられて

いない。 

 
 

 
調査地の状況 

 
２条植えの状況  

写真 ４-９ 調査地の状況及び２条植えの状況（令和２（2020）年 10 月、北海道岩見沢市） 
 

 

 
当年生苗区の状況 

 
２年生苗区の状況 

写真 ４-１０ 当年生苗区及び２年生苗区の状況(令和２(2020)年 10 月、北海道岩見沢市) 
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【調査プロットの設置状況】 

本調査地における調査プロットの状況を図４-７に示す。当年生苗区、２年生苗区ともに

植栽木がそれぞれ 100 本が入るように調査プロットを設置した。 

調査プロット内における当年生苗と２年生苗の調査本数を表４-８に示す。 

 

 
図 ４-７ 調査プロットの設置状況（北海道岩見沢市） 

 

 
 
 

表 ４-８ 当年生苗と２年生苗の調査本数（北海道岩見沢市） 

設置日 令和２（2020）年 10 月 27 日 
苗種 当年生苗 ２年生苗 

調査本数 100 本 100 本 
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【調査時期】 

 令和２（2020）年度は、調査を２回実施した。１回目は植栽直後の 10 月 27 日に実施し

て植栽木の苗木のサイズ等を計測した。２回目は植栽から約１か月後の 11 月 20 日に実施

したが、調査の 10 日ほど前に降雪があり、本調査地でも数十センチの積雪で植栽木が埋ま

ってしまう状況となった（写真４-１１）。２回目の調査時には完全に融雪していたが、多く

の植栽木が雪圧により湾曲あるいは倒伏していた（写真４-１２）。 

 
表 ４-９ 調査日（北海道岩見沢市） 

 １回目調査 ２回目調査 下刈り実施時期 
令和２（2020）年度 10 月 27 日 11 月 20 日 － 
 

 

  
写真 ４-１１ 積雪の状況（令和２（2020）年 11 月 12 日）（北海道岩見沢市） 

 
 

 
当年生苗 

 
２年生苗 

写真 ４-１２ 融雪後の植栽木の湾曲（令和２（2020）年 11 月 20 日）（北海道岩見沢市） 
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【土壌調査結果（１回目調査のデータ）】 

 令和２（2020）年 10 月の 1 回目調査時に実施した土壌調査の結果を以下に示す。なお、

本調査地では当年生苗区と２年生苗区が隣接しており、土壌の構造に差は無いと考えられ

たため、当年生苗区と２年生苗区の中間で調査を行った。北海道千歳市の調査地とは異な

り、石礫はほとんど見られない。 

 

 
 地表面の状態 

 
土壌断面 

写真 ４-１３ 土壌調査の状況（北海道岩見沢市） 

 

 
 

表 ４-１０ 土壌調査結果（北海道岩見沢市） 
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②植栽木の生育状況 

【植栽直後のサイズ（樹高、地際径、形状比について、１回目調査のデータ）】 

 １回目調査（植栽直後）における当年生苗と２年生苗の樹高、地際径、形状比の調査結

果を表及び散布図に整理した（表４-１１、図４-８）。なお、苗木生産者は北海道千歳市と

同じである。 
 植栽直後の平均樹高は、当年生苗で 29.6cm、２年生苗で 45.6cm と、当年生苗の方が約

16cm 小さかった。また、平均地際径は当年生苗で 3.2mm、２年生苗で 4.4mm と、当年生

苗の方が 1.2mm 小さかった。平均形状比は、当年生苗で 94.9、２年生苗で 110.1 となり、

当年生苗の方が小さく形状比 100 を切っていた一方で、２年生苗は 100 を超えていた。 
 散布図で当年生苗と２年生苗のサイズを比較すると、当年生苗は樹高、地際径ともに小

さい値を示した植栽木が多い一方で、２年生苗は樹高、地際径とも全体的にばらつきが大

きかった。 
 

表 ４-１１ 植栽直後の当年生苗と２年生苗のサイズ（北海道岩見沢市） 

 当年生苗 ２年生苗 

平均樹高 
(cm) 

29.6 ± 4.9 cm 45.6 ± 11.5 cm 

平均地際径 
(mm) 

 3.2 ± 0.7 mm  4.4 ± 1.3 mm 

平均形状比 94.9 ± 18.4 110.1 ± 34.0 

※±の後の数値は標準偏差 

 

図 ４-８ 植栽直後の当年生苗と２年生苗のサイズ（北海道岩見沢市） 
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写真 ４-１４ 植栽直後の植栽木（左：当年生苗、右：２年生苗）（北海道岩見沢市） 

 

 

 

【植栽から約１か月後の活着率について（２回目調査のデータ）】 

 当年生苗と２年生苗の活着率（植栽から約１か月後における生存率）を図４-９に示す。

活着率は当年生苗で 90％、２年生苗で 92％となり、当年生苗と２年生苗でほとんど差はな

かった。また、枯死・消失していた個体のほとんどにウサギあるいはネズミによる食害跡

が見られたことから、枯死・消失の原因は食害によるものであり、活着できなかったこと

による枯死は無かったと推定される。 

 

 
図 ４-９ 当年生苗と２年生苗の活着率（北海道岩見沢市） 

 

 

  



 

86 

 

【植栽木の生育状態について（１回目調査及び２回目調査のデータ）】 

植栽直後の１回目調査と植栽から約１か月後の２回目調査における、当年生苗と２年生

苗の生育状態及びその変化を図４-１０に示す。 

 本調査地では植栽直後から湾曲している植栽木が見られ、１回目調査では当年生苗 12 本

及び２年生苗 21 本と、２年生苗に多く湾曲が発生していた。その後、積雪により植栽木が

完全に埋もれており、２回目調査時にはすでに融雪していたものの、雪圧により湾曲して

いる植栽木が多く発生していた。２回目調査で湾曲していた植栽木は当年生苗で 78 本、２

年生苗で 63 本と、当年生苗の方が多かった。 

 また、２回目の調査では食害を受けている植栽木が確認され、当年生苗８本、２年生苗

10 本に被害が確認された。ウサギによる食害のほか、ネズミによると思われる食害跡も確

認された（写真４-１５）。 

 
図 ４-１０ 植栽木の生育状態（北海道岩見沢市） 

 

 

  
写真 ４-１５ 食害の状況（北海道岩見沢市） 
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４－３－２．既設調査地 
（１）宮城県気仙沼市 スギ（当年生苗・２年生苗） 

①調査地の概要 

宮城県気仙沼市（スギ）の調査地の概要を以下に示す。 
 

表 ４-１２ 調査地の概要（宮城県気仙沼市スギ） 

調 査 地 宮城県気仙沼市 

国 有 林 名 高判形山 318 る 1 

樹   種 スギ 

 当年生苗 ２年生苗 

造

林

情

報 

苗 種 コンテナ苗 150cc（生産者：C 氏） コンテナ苗 150cc（生産者：D 氏） 

面 積 0.61ha 2.06ha 

植栽年月日 平成 30（2018）年 11 月 30 日～12 月 4 日（当年生・２年生交互植栽） 

植 栽 本 数 1,000 本 4,150 本 

獣 害 対 策 有（柵の設置） 

施 業 履 歴 伐 採：平成 29（2017）年 11 月 

地拵え：平成 30（2018）年 11 月全刈筋置 

調

査

地

情

報 

標 高 344m 

斜 面 方 位 ESE260° 

最大傾斜角 30～38° 

   
 

調査プロット 
（スギ区） 
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 平成 30（2018）年 11 月から 12 月にかけて、宮城県気仙沼市の国有林内にスギの当年生

コンテナ苗と２年生コンテナ苗を植栽した。本調査地では、斜面上部にカラマツが、斜面

の中腹にスギが植栽され、どちらも当年生苗と２年生苗が３列ずつ交互に植栽された。ま

た、獣害対策として調査地を囲むように柵が設置されているが、令和元（2019）年秋冬期

調査の時に、隣接地からの倒木による柵の破損が確認されており、令和２（2020）年度の

調査では柵の内側にシカが侵入している様子が確認された（写真４-１７）。 
 

 
調査地の状況（平成 31（2019）年２月） 

 
調査地の状況（令和２（2020）年６月） 

写真 ４-１６ 調査地の状況（宮城県気仙沼市スギ） 

 

 
倒木による柵の破損 

（令和元（2019）年 11 月） 

 
柵内に侵入したシカ 

（令和２（2020）年 10 月） 
写真 ４-１７ 柵の破損とシカの侵入状況（宮城県気仙沼市スギ） 

  

カラマツ区 

スギ区 
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【調査プロットの設置状況】 

調査プロット内における当年生苗と２年生苗の調査本数を表４-１３に示す。本調査地で

は当年生苗と２年生苗が交互に植栽されているため、当年生苗と２年生苗がそれぞれ 100

本以上入るように調査プロットを一つ設置しており、調査本数は当年生苗・２年生苗それ

ぞれ 100 本ずつとした。 

 

表 ４-１３ 当年生苗と２年生苗の調査本数（宮城県気仙沼市スギ） 

設置日 平成 31（2019）年２月７日 
苗種 当年生苗 ２年生苗 

調査本数 100 本 100 本 
 

 
スギ区（平成 31（2019）年２月） 

 
スギ区（令和２（2020）年 10 月） 

写真 ４-１８ 調査プロット（スギ区）の状況（宮城県気仙沼市スギ） 

 
【調査時期】 

 本調査地における夏期及び秋冬期の調査日、また下刈りの実施時期を表４-１４に示す。

下刈りの時期が６月と早かったため、令和元（2019）年度及び令和２（2020）年度の夏期

調査は下刈りが実施された後の調査となった。 
 

表 ４-１４ 調査日と下刈り時期（宮城県気仙沼市スギ） 

 夏期調査 秋冬期調査 下刈り実施時期 
平成 30（2018）年度 － ２月７日 － 
令和元（2019）年度 ７月 31 日 11 月 27 日 ６月 
令和２（2020）年度 ６月 25 日 10 月 23 日 ６月上旬～中旬 
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【土壌調査結果（平成 30（2018）年度調査）】 

 平成 30（2018）年度に実施した土壌調査の結果を以下に示す。なお、本調査地では当年

生苗と２年生苗が交互に植栽されており、当年生苗と２年生苗で土壌の構造に差は無いと

考えられたため、調査プロットの中央１か所で調査を行った。 

 

 

 
地表面の状態 

 
土壌断面 

写真 ４-１９ 土壌調査の状況（宮城県気仙沼市スギ） 

 
 

表 ４-１５ 土壌調査結果（宮城県気仙沼市スギ） 

 

  

色相 明度 彩度 土色名 指圧 硬度計

A0層 0 cm 

A層 ０～5cm 10YR 2  /  3 黒褐色 0 しょう 5

B1層 ～20cm 10YR 4  /  4 褐色 0 軟 13.4

B2層 ～45cm 10YR 5  /  6 黄褐色 20 やや堅 15.8

※中山式土壌硬度計

傾斜急で表土が動いている

粒状で一部団粒AR/2次堆積
の可能性もあり

堅果状 埴土

粒状・団粒状 壌土

塊状 埴質壌土

層厚
土色

土壌構造 土性
石礫率
（％）

備考
堅密度
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②植栽木の生育状況 

【植栽木の活着率について】 

 当年生苗と２年生苗の活着率（植栽から約２か月後の時点における生存率）を図４-１１

に示す。 

 活着率は当年生苗で 94％、２年生苗で 100％となり、当年生苗で僅かに低下していたも

のの、当年生苗と２年生苗の間に大きな差は見られなかった。 

 

 

図 ４-１１ 当年生苗と２年生苗の活着率（宮城県気仙沼市スギ） 

 

 

【植栽木の生存率と生育状態について】 

平成 30（2018）年度から令和２（2020）年度における、当年生苗と２年生苗の生存率の

推移を図４-１２に、生育状態を図４-１３に示す。なお、令和２（2020）年秋冬期の調査に

おいて、調査プロットの付近にオオスズメバチの巣が確認されたため、一部の植栽木につ

いては調査を実施しなかった（図４-１３の「データなし」部分）。 

植栽木の生存率については、植栽翌年の令和元（2019）年夏期調査の時点では当年生苗

で 21％、２年生苗で 80％と大きく差が開き、特に当年生苗の生存率が顕著に低下していた。

その後については、当年生苗・２年生苗ともに生存率の低下はほとんど見られていない。 

植栽木の生育状態については、植栽直後の平成 30（2018）年秋冬期調査の時点でウサギ

による食害が多く見られ、生存していた当年生苗の 94％、２年生苗の 17％に食害の跡が見

られた（写真４-２０）。このことから、特に当年生苗でウサギによる食害が多く発生したこ

とが、生存率の大きな低下に繋がったと考えられる。 
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図 ４-１２ 当年生苗と２年生苗の生存率の推移（宮城県気仙沼市スギ） 

 

 

図 ４-１３ 当年生苗と２年生苗の生育状態（宮城県気仙沼市スギ） 

 

  
写真 ４-２０ ウサギによる食害の状況（平成 31（2019）年２月）（宮城県気仙沼市スギ） 
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【雑草木との競争関係】 

 令和２（2020）年夏期調査における植生調査の結果を表４-１６に示す。なお、夏期調査

の時点で下刈りが実施されていたため、残存している植生から推定した。ニガイチゴやク

マイチゴ等のキイチゴ類のほか、落葉広葉樹であるウリハダカエデやハクウンボク等も見

られた。 
植栽木と雑草木の競合状態については、令和元（2019）年、令和２（2020）年ともに夏

期調査の時点で下刈り実施後だったため、調査は不可能だった。 
 

表 ４-１６ 植生調査の結果（宮城県気仙沼市スギ） 

 

 

  

写真 ４-２１ 植生の状況（令和２（2020）年６月）（宮城県気仙沼市スギ） 

 

  

調査区全体の被度��85% 調査区の植生タイプ��キイチゴ類＋落葉広葉樹類

区分
被度
（%)

主な優占種
被度

（%）
平均樹高
（cm）

低木層
（高さ100cm以上）

20%
・ニガイチゴ
・ウリハダカエデ
・ハクウンボク

―
・130cm程度
・150cm程度
・130cm程度

草本層
（高さ100cm未満）

60-70%
・ニガイチゴ
・タケニグサ

― 不明

・クロモジ
・リョウブ
・スゲsp.
・タラノキ
・タニウツギ

・ヤマハギ
・アカマツ
・クマイチゴ
・ホツツジ
・オカトラノオ

その他の出現種

・クマイチゴ
・クリ
・ホオノキ
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【植栽木（健全木）の成長状況】 

 平成 30（2018）年度から令和２（2020）年度における、当年生苗と２年生苗の成長状況

を表４-１７、図４-１４に示す。なおデータには健全木のみを使用しているが、当年生苗に

ついては、令和元（2019）年夏期調査から健全木がなくなったため、令和元（2019）年以

降はデータなしとなった。そのため、当年生苗と２年生苗の成長量の比較は不可能である。 
 

表 ４-１７ 当年生苗と２年生苗の成長状況（宮城県気仙沼市スギ） 

 2018 年秋冬 2019 年秋冬 2020 年秋冬 

平均樹高 
(cm) 

当年生苗 30.3 ± 7.5 cm データなし データなし 

２年生苗 45.7 ± 7.8 cm 60.9 ± 11.2 cm 86.0 ± 18.8 cm 

平均地際径 
(mm) 

当年生苗 3.8 ± 0.7 mm データなし データなし 

２年生苗 5.0 ± 0.6 mm 8.9 ± 1.8 mm 14.2 ± 3.1 mm 

平均形状比 
当年生苗 79.7 ± 7.3 データなし データなし 

２年生苗 91.9 ± 14.4 69.6 ± 12.2 61.6 ± 11.9 

 

  

 

※当年生苗は令和元（2019）年夏期調査以降健全木がなくなったため、データなし 
図 ４-１４ 当年生苗と２年生苗の成長状況（宮城県気仙沼市スギ） 
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当年生苗（平成 31（2019）年２月） 

 

 
２年生苗（平成 31（2019）年２月） 

 
当年生苗（食害木）（令和元（2019）年 11 月） 

 
２年生苗（令和元（2019）年 11 月） 

 

 
当年生苗（食害木）（令和２（2020）年 10 月） 

 
２年生苗（令和２（2020）年 10 月） 

写真 ４-２２ 植栽木の状況（宮城県気仙沼市スギ） 

  


